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本研究では，1990年代半ばから提唱されてきた素質教育の進展に伴い，その理念である「受験偏
重の教育の克服」や「創造性と実践力の育成」，「全面発達」に合致する高校入試制度の改革がどのよ
うに進められてきたのか，その推移を辿り，今後の高校入試制度の動向及び課題を探ることを目的と
する。
高校入試募集制度（原語は「高中考试招生制度」，以下は「高校入試」と称する）（１）は義務教育段
階の学習を評価し，上級学校へと接続する試験として，そのあり方は，教育資源の分配や基礎教育の
発展の方向性と密接に関連しており，基礎教育段階の改革を推進する上で非常に重要な課題であると
考えられる。1980年から実施されて以来，高校入試は政府の指導のもと，社会の発展に合致する入
試制度となるよう多様な改革を経てきたが，特に素質教育推進以降の変革が大きい。
中国では，改革開放政策の導入以降，科学技術と教育による国家振興戦略，及び人的資源の開発と
人材養成の強化を目指す「人材強国」戦略が継続して実施されている。「受験偏重の教育を克服し，
創造性と実践力の育成を重点として『徳・知・体・美』という子どもの資質を全面的に伸ばす」素質
教育の要請を踏まえ（２），2001年 6月 8日から，基礎教育課程の改革が全面的に開始された。課程改
革では，「学生の創造精神と実践能力の育成」が重点とされており，中学校の課程は，「分科と総合を
結合する課程」の設置が規定され，総合課程の開発を積極的に進めるよう推奨されている。また，課
程評価の改革に関しては，「過度に選抜を強調する評価体系を改変し，児童生徒の発展を促す評価，
教師が教育実践の改善を図る評価へと改革する」と規定されている（３）。高校入試の試験内容，評価
方式，募集方式など一連の政策が基礎教育課程の改革に伴い，その推進に合致するよう，改革の必要
性が示唆されている。2005年に公布された「教育部による基礎教育課程改革実験地域における中学
校卒業試験及び普通高校募集制度改革に関する指導意見」（「教育部关于基础教育课程改革实验区初中
毕业考试与普通高中招生制度改革的指导意见」）では，「試験科目の成績の合計を唯一の選抜基準とす
る評価方法を変え，中学校学業水準試験，総合素質評価，高校選抜募集の三方面から改革を行う」と
高校入試の多元化という改革の方向性を固めた（４）。
これまで，中国の高校入試に関する研究は多数なされてきた。地方の高校入試改革の実践や入試政
策の一部に焦点化している研究としては，張煕（2004）の文化大革命以降の北京の高校入試の政策の
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変遷に関する研究，薛二勇（2014）の高校入試の改革先進地域である山東省濰坊市の入試政策の独創
性に関する研究，胡新懿等（2007）の北京市の総合素質評価の実施状況に関する研究，張元軍（2011）
の広州市の高校入試における「定員分配」（５）制度に関する研究，鄭琰（2006）の高校入試改革実験地
域の取り組みの成果と特徴に関する研究などがあげられ，中央政策の追究を中心とした研究として
は，潘永慶（2003）の基礎教育改革以降の高校入試政策の変化の特徴に関する研究があげられる。し
かし，中央の政策の追究の視点を取り入れた中国全体としての検討が少ないように見受けられる。中
国では，1985年の教育体制改革において，基礎教育の管理権限が地方政府に移行されたことによっ
て，高校入試の試験問題の作成や募集，選抜方針の制定が各地方政府の管理となっている。そのため，
地方によって，異なる改革様相を見せており，中央政策の統制の程度やその合理性を見るには地方と
中央の両方の視点が必要だと考えられる。劉世清（2011）は，素質教育実施以降の高校入試政策の変
遷を辿り，評価の目的，主体，方式，標準と結果の四つの面からその特質を解明した上，地方の入試
改革の実践例を取り上げて分析を行っている。しかし，2005年改定に提出された「中学校学業水準
試験」，「総合素質評価」，「高校選抜募集」の三つの制度に対して，それぞれの定義と制定の経緯に関
する分析が欠如している。
そこで，本研究は，より明確に高校入試制度の特質を解明するため，2005年改定を軸として，点
数のみによる評価からの脱却を目指す観点から，高校入試の多元化政策の改革の様相を明らかにする
ことを目的とする。以上の目的を達成するため，本研究は以下の二つの課題を設定する。
課題 1としては，2005年に公布された高校入試の改革の方向性における「中学校学業水準試験」，
「総合素質評価」，「高校選抜募集」の三つのキーワードを中心に，それぞれの改革の具体的なプロセ
スを検討し，高校入試改革の特徴を明らかにすることである。分析の際，中央政策を追究すると同時
に，省（市）の取り組みの事例を取り上げて分析することによって，中央政策の問題点を指摘したい。
課題 2としては，以上の三つのキーワードを中心とした高校入試改革の検討，また，省（市）の事
例の検討を踏まえ，児童生徒の資質の育成を促進するという「素質教育」の観点から，中国の高校入
試制度にどのような問題が存在するのかを分析した上，今後の動向を解明したいと考える。
???????????
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素質教育推進以降の 1999年に，教育部によって，中学校卒業，高校進学試験の二つの試験を合併
して実施するという「両考合一」の入試形態が提言された。1999年 4月に公布された「中学卒業及
び進学入試改革に関する指導意見」（「关于初中毕业，升学考试改革的指导意见」）では，「中学校卒業
試験と進学試験の分別実施と合一実施，両方可とする。しかし，この 2つの試験は性質が異なるた
め，合一実施の場合は，選抜の機能を果たすと同時に義務教育の学業水準を考察する機能も重視すべ
きである。また，分別実施の場合は，学校が各自に試験問題を作成し，卒業試験を実施することを推
奨する」と記されている（６）。これによって，「両考合一」の試験形態は，児童生徒の負担を軽減する
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施策として全国多くの省（市）に採択されるようになったが，「二つの試験の機能が異なるため，そ
の評価基準を統一することが不合理である」「高校に進学しない児童生徒に対して，進学する児童生
徒と同様な試験を課し，同一基準で評価することは，その後の卒業率の統計や中学校の教育の質に関
する定員の処理を困難にし，合理性を欠いている」ことなどが指摘されており，児童生徒が義務教育
の卒業基準に到達したかを検証するため，卒業試験を個別に実施する必要があるとの主張も少なくな
い（７）。中学校卒業試験と高校進学試験を分けて実施する地域として北京市があげられ，2000年から
各区（県）が中学校卒業試験の実施を管理すると改定された（８）。その後，2005年に発表された「教
育部による基礎教育課程改革実験地域における中学校卒業試験及び普通高校募集制度改革に関する指
導意見（「教育部关于基础教育课程改革实验区初中毕业考试与普通高中招生制度改革的指导意见」）で
は，中学卒業生学業試験（原語　初中毕业生学业考试）との言葉が初めて提示され，またその性質を
「義務教育段階を終結する試験として，その目的は，中学校卒業生が教科の学習において到達する水
準を正確に反映し，その結果は，卒業の基準に到達したかを判定する重要な根拠であると同時に，高
校段階の学校が募集を行う際の重要な根拠である」と定義している（９）。2005年の改定によって，全
国各地では，北京，河北とチベットを除いた 29の省（市）が「両考合一」を推進していることが報
告されている（10）。山東省の濰坊市は 2005年から教育部により，高校入試改革の実験地域に指定され，
一度の試験で児童生徒の進路を決める高校入試を徹底的に改革し，年に一回すべての科目について学
業水準試験を実施し，児童生徒が受験科目，時期を自主的に選択し，参加できるよう改革された。ま
た，同じ科目を二回まで受験することができ，試験の結果に満足できなかった場合は，もう一度受験
し，高い方の得点を卒業と進学の根拠にするとの施策がなされた。児童生徒にある程度選択の権利を
与える今回の改定に対して，約 2，000名の中学生にアンケートを実施した結果，満足度が 98％にも
達しており，大きく肯定される改革となった（11）。
入試内容に関しては，知識の把握を考察する試験問題から問題解決力を考察する内容への転換の動
きが見られる。1999年の「指導意見」では，素質教育改革及び授業改革に向けた科学的な評価体系
を構築することが強調され，児童生徒が生き生きと主体的に学習し，児童生徒の創造意識と能力を育
成するよう導いていくと高校入試の改革の方針を固めた。試験内容に関しては，児童生徒が知識を運
用し，問題を分析し解決する能力を考察するような試験問題，児童生徒が創造力を発揮できるよう
な試験問題へと改革し，科学性を重視すると規定されている（12）。翌年の 2000年に，教育部によって
「2000年中学卒業及び進学入試改革に関する指導意見」）（「关于 2000年初中毕业，升学考试改革的指
导意见」）が公布され，再び試験内容の改革に関して強調されており，「現実社会と児童生徒の実生活
と関連づける試験問題の作成を重視する」ことが加えられた。それ以降の政策文書においても，「過
度に難しい試験問題を禁じる」ことや「課程基準に基づき，具体的な情況を設計し，児童生徒がそれ
に応じて自ら知識を総合運用して問題解決するような試験問題の作成を推奨する」ことが継続して強
調されている（13）。試験科目に関しては，2001年の基礎教育課程改革実施以降，国家により規定され
る試験科目は思想政治，語文，数学，外国語，科学（あるいは物理，化学，生物），歴史と社会（あ
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るいは歴史，地理）となり，科目によって，資料持ち込み可の試験を設置し，また，外国語はリスン
ニングとスピーキングの試験を設置すると示されている（14）。90年代には，思想政治，語文，数学，
外国語，歴史，物理，化学の 7科目において，各地方がそれぞれに実情に応じてそのうちの 5科目か
ら 7科目を試験科目に指定し，各科目が独立して試験を実施していたが，2000年以降，合科試験の
試行が開始された。安徽省では，試験科目は従来に指定した七科目に変わりがなく，思想政治と歴
史，物理と化学が合科試験に改革され，思想政治と歴史の試験は，資料持ち込みが可能となった。上
海市では，語文，数学，外国語の 3科目に物理と化学の合科試験を実施すると改革された。合科試験
は形式上のみでなく，その内容も 2つの教科の知識を融合し分析する問題が取り入れられるようにな
り（15），基礎教育課程改革が強調する「中学校の分科と総合を結合する課程」に通底するものである
と考えられる。
高校入試の成績の表示方法に関しては，2005年の「指導意見」では，「学業試験の結果は段階別で
表示すべく，各教科の課程基準で合格の基準を確定し，段階数と段階基準は各地方が試験結果に応じ
て確定する」と点数制から段階別評価への転換が提言された（16）。それによって，一部の地域，特に
高校入試改革実験地域においては，段階別評価への模索が開始された。山東省の濰坊市は，2006年
から高校入試のすべての科目を段階別評価に改革し，試験科目ごとに A，B，C，D，Eの五段階で評
価している（17）。海南省 2005年から，学業は入試を 120点満点で採点を行なったあと，段階別で公布
する施策をとっている。段階別評価は A（90～100点），B（80～89点），C（70～79点），D（60～69点），
E（50～59点），F（1～49点），G（0点）の 7段階を設置している。100点以上の得点は A段階に星
マークを追加するとの表示で，5点ごとに 1つ星を追加し，120点満点の場合は四つ星との表示方法
をとっている（18）。このように，1点刻みの受験競争を緩和することを目的に，各地域が実情に応じて，
独自に段階別の表示を模索してきている。
????????????
長年，高校入試は点数を唯一の評価方法として実施されてきたが，素質教育の推進によって，児童
生徒の個々の差異や資質の全面的な発展が注目され，点数のみ評価する入試制度は，児童生徒の思想
品徳，興味関心，心身の状況，社会の関わりなど個々の発展に必要不可欠な資質を無視し，児童生徒
の個性を抹殺しているとの弊害が盛んに指摘されるようになった（19）。
このような状況に対して，2002年 12月 18日に公布され，総合素質評価の土台となる「教育部が
小中学校における評価及び試験制度改革の積極的推進に関する通知」（「教育部关于积极推进中小学
评价与考试制度改革的通知」）においては，現行の小中学校の評価及び試験制度が選抜機能を過度に
強調し，改善と激励の機能を欠如していること，また，学業成績を重視し，児童生徒の全面発達と個
人の差異を軽視していること，結果を重視し，過程を軽視していることを指摘した上，児童生徒の発
展を促進することを目指した目標体系が初めて明確に提示されるようになった。各教科の学習目標以
外に，児童生徒の素質の育成に「基礎性発展目標」が新たに示されており，それは「道徳品質」「公
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民素養」「学習能力」「交流と協力の能力」「運動と健康」「審美と表現」の六つの項目から構成されて
いる。
高校入試に関しても，児童生徒の素質と個人の差異を総合的に考慮し，試験科目の成績の合計を唯
一の選抜基準とする評価方法を変え，児童生徒の総合実践活動や社会実践活動などの成長記録を参考
にするなど，総合的な評価方法への改革が示唆された（20）。2002年の「通知」にもとづき，2005年の
「指導意見」では，「試験科目の成績の合計を唯一の選抜基準とする評価方法を変え，中学校学業水準
試験，総合素質評価，高校選抜募集の三方面から改革を行う」と多様な評価方法への改革の方向性が
明確に示されている。また，高校入試に「総合素質評価」の実施を決定した同時に，実験地域が先ん
じて「総合素質評価」の評価方案の制定に取り組むと指示した。その評価基準に関しては，2002年
の「通知」に提示された「基礎性発展目標」の 6項目の評価基準に基づき各地域が実情に応じて具体
化し，コメント評価と段階別評価の両方を採用すると規定している（21）。
2008年に公布された「教育部が高校入試を一層推進し，より改善することに関する意見」（「教育
部关于深入推进和进一步完善中考改革的意见」）では，高校入試に総合素質評価を実施することが素
質教育の推進の突破口であり，その実施は学校教育の全過程に貫徹すべきであると指示した上，評価
方法に関しては，「自己評価，相互評価，教師による評価が提示され，紙のパンフレットや電子ファ
イルによって児童生徒の成長過程を記録し，評価過程を公示することを通して，公平性を図る」とよ
り具体的な規定となった（22）。
北京市海淀区では，2002年から総合素質評価の開発を開始し，2006年には，全 76校の中学校卒
業生 17,539名が総合素質評価に参加した。海淀区の総合素質評価方案は児童生徒の成長記録とコン
ピューターによる結果評価の 2つの部分で構成されている。成長記録では，児童生徒が中学校に在籍
する三年間にわたって，学校生活などを含む日常記録，総合実践活動，社会活動，科学実験活動，読
書などを含む学習表現記録，各教科の主要テストの結果を含む成績記録，芸術分野における特長，科
学発明や作品の受賞歴などを含む特長記録の 4つの部分について，学生が事実材料を提示し，教師や
学校の審査を経て評価に記入されている。コンピューターによる結果評価では，道徳品質，公民素養，
学習能力，交流と協力，運動と健康，審美と表現の 6つの面について質問するアンケート調査が設計
され，学生，保護者，教師が総合素質評価システムにアクセスし，評価回答を入力し，コンピューター
で結果を集計している。海淀区では，綜合素質評価の結果は，児童生徒が中学校卒業の基準，及び志
望高校の募集基準に到達したかの測定に用いるだけでなく，中学校の教育の質を検証する定員，児童
生徒の多方面における発達の根拠として用いていると報告されている（23）。
???????????????
高校募集選抜制度の多様化への改革の背景には，学校選択の問題が挙げられる。1990年代半ばか
ら，経済の発展によって，人々が優良な高校の教育資源に対する追求が普遍化し，学校選択の問題が
深刻化する一方である。「学校選択費」（24）の徴収など不正当な競争を引き起こすなど，進学の公平性
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に悪影響を与えている。2001年に，教育部によって「国務院の風紀矯正により，教育費用徴収の改
善を推進する業務に関する意見」（「国务院纠风办，教育部关于进一步做好治理教育乱收费工作的意
见」）が発表され，「学校選択費」に対して，人数，費用，入試成績の三つの制限をかける規定となっ
た（25）。しかし，学校選択問題に歯止めがかからず，高校教育の発展の不均衡や教育腐敗などの問題
の深刻化も危惧され，高校募集選抜制度の改革の必要性が示唆されている。
2005年の「指導意見」では，優秀な中学卒業生推薦制度や募集定員分配制度（原語　招生名额分
配制）などを含む高校の募集選抜の改革への取り組みを基礎教育改革実験地域にて先行して実施する
と指示し，多様な募集方法への転換が示唆されている。2008年の「意見」では，「各地域が実情に応
じて，推薦入試，特長募集（26），面接など多様な募集方法を採用し，各高校の自主募集の権限を拡大
する」と規定されるようになった。以下は最も注目されている「定員分配」制度，「推薦制度」と「加
点制度」の 3つについて検討を行う。
「定員分配」制度（原語　指标到校）とは，優良な高校の募集人数の定員の全部または一部を各中
学校に分配する制度を意味する。「定員分配」制度は 2002年，教育部による「通知」で初めて提起さ
れ，2004年の募集方法の多様化への転換に関する提言を経て，全国の一部地域で「定員分配」制度
の試行が開始された。中国の教育改革の方向を示す「国家中長期教育改革・発展計画綱要（2010～
2020年）」（「国家中长期教育改革和发展规划纲要（2010～2020年）」）では，「義務教育の均衡な発展
を促進する」ことを重要な目標として掲げており，学校選択の競争の緩和を目指す「定員分配」制度
を推進することがその一大措置となった。同年に国務院によって公布された「国務院による実験地点
にて国家教育体制改革の展開に関する通知」（「国务院办公厅关于开展国家教育体制改革试点的通知关
于开展国家教育体制改革试点的通知」）では，「体制の創造を展開し，教育資源の質の高い高校の募集
人数の定員を，一定の割合で地域内の各中学校に分配する制度を実施し，義務教育の均衡な発展を図
る」と強調すると同時に，北京や天津など 20の市（省，県）を実験地点に指定した（27）。この 2つの
政策の公布によって，全国の大多数の地域において「定員分配」制度の推進が開始された。「定員分配」
制度を通して，一般中学校や農村中学校などより広範囲な学校の卒業生に優質な高校に進学する機会
を与え，進学の公平性を促進することが目的である。募集定員分配の比率に関しては，2011年には，
優良高校募集人数の 30％から 70％を定員とする地域が多数であり，遼寧省の営口市，鞍山市，丹東
市及び山東省の招遠市は，優良高校の募集人数の定員 100％を各中学校に分配している（28）。
「優秀学生公開推薦制度」とは，各地域における高校が児童生徒を募集する際に，人品・学業が共
に優秀な児童生徒，または特長を有する児童生徒に対して，必要な調査測定を行った上，面接などの
方法による採用の制度を意味する。2002年，教育部が公布した「通知」では，「優秀学生公開推薦制
度を積極的に探索試行する」と初めて「推薦制度」を提案し，2005年の「指導意見」では，優秀な
中学卒業生推薦制度や募集定員分配制度（原語　招生名额分配制）などを含む高校の募集選抜の改革
への取り組みを基礎教育改革実験地域にて先行して実施するとの指示によって，多くの地域で「推薦
制度」の模索，試行が開始された。安徽省では，2003年から「優秀中学卒業生推薦制度」を開始し，
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その人数は高校募集人数の 5％以内と規定している。採用の手順に関しては，優秀な中学卒業生をそ
の在籍する中学校の教師 4名が推薦し，出身学校と募集高校の審査を経て，市教育委員会の行政部門
に報告すると規定している。2005年からは，優秀中学卒業生推薦採用の手順が厳格化され，生徒が
在籍する中学校では，生徒本人から申請を行い，教師の推薦を経て，すべての推薦生徒に総合測定評
価を実施した上，学校の管理層が最終的に推薦生徒を決定する。募集高校では，推薦生徒の資料を審
査した上，面接や研究成果の考察を行なった上で採用すると改定された。そのほかに，市レベル以上
のスポーツ，芸術，科学大会で上位の成績を獲得した児童生徒を対象とする推薦制度も加わった（29）。
「加点制度」は，「社会的弱者，徳・智・体が優秀な者，政治的に有利な者」など特殊な背景を有す
る受験生の入試得点に，5点から 20点まで点数を与える制度で，一部の受験生を優遇する措置とな
る（30）。安徽省では，2004年から具体的な政策を各市の教育局によって制定する形で高校入試政策に
「加点制度」が取り入れられるようになった。しかし，2006年に，安徽省合肥市では，「外来投資者
が合肥市で一定規模の投資を行った場合には，その子女が高校入試の際に投資金額に応じた加点が与
えられる」との施策がなされ，投資を獲得するための入試政策は，教育を経済の付属物にする傾向が
あり，進学の公平性を破壊し，本末転倒であると大きく批判にさらされることになった（31）。これに
対して2011年に，華僑及び帰国華僑の子女，台湾籍の受験生，烈士の子女，少数民族の受験生，新彊・
チベット開発援助人員の子女のみ加点の対象とすると規制がかけられている（32）。
??????????????????
以上の検討を踏まえ，素質教育推進以降の高校入試制度は，3つの改革の方向性が見出される。第
1に，中学卒業生学業試験の試験内容は「知の総合化」を目指す方向に改革が進行していること，第
2に，成績のみの評価から，児童生徒の資質を全面的に評価し，児童生徒の個人の特質を注目するよ
うになったこと，第 3に，多様な高校募集選抜制度の構築を通して，高校の自主性の拡大，進学の公
平性の促進を目指していることである。しかし，いくつかの問題点も見られた。
まず，「両考合一」の改革では，児童生徒の負担を軽減することを目指し中学校卒業試験と高校進
学試験を合併して実施する方針が推進されてきているが，多くの省（市）が語文，数学，外国語，物
理，化学の主要科目のみ入試科目と指定しており，それによって，学校の授業の設置が受験科目に偏
りがちで，「素質教育」の実質化が困難な現状が問題視されるようになった（33）。「基礎教育課程改革」
に規定される科目を全面的に実施し，「素質教育」の強調する児童生徒の「全面発達」を実りあるも
のにするためには，課程改革と高校入試改革の連動が大きな課題であろう。また，1点刻みの入試競
争の緩和を図り，各地域が成績の表示を点数から段階別評価に変える施策を独自に模索してきたが，
「点数を段階別に表示を変えただけで，実際に高校が選抜する際，各段階内に点数の序列ができ，実
質的には変わっていない」「ある教科が得意な児童生徒たちには，等級制評価でその特長が矮小化さ
れる可能性があり，専門型の人材の育成に不利である」などが指摘され（34），より科学的根拠を有す
る点数から等級への変換方法，段階別の区分方法が求められている。児童生徒の負担軽減と興味関心
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や個性の育成を視野に，各科目の特徴に応じて，評価の重点を考慮した評価方法を開発することが今
後の課題であろう。
次に，総合素質評価の導入に関しては，国家に提示されている評価定員を児童生徒の行為や素質に
細分化し評価することが困難である課題が挙げられる。例えば，瀋陽市のゲーム依存やカンニング，
遅刻，コミュニケーション能力の欠如を不適切な行為として，総合素質評価では，不合格としている
施策では，その評価内容の合理性が懸念されている。また，成長記録評価の根拠となる資料が不十分
であり，その信憑性も欠如している課題が挙げられる。長沙市教育局が 2007年に，78の中学校に対
して，成長記録評価の実施を調査した結果，55もの中学校の成長記録評価には児童生徒のテストの
成績，大会への参加状況しか記録されておらず，普段の実践活動の参加や情意・態度への評価がなさ
れていないことが明らかになった。記録の完成率は 21.8％と低く，37校の成長記録資料に偽造や複
製の資料が発見された（35）。総合素質評価内容の科学性，評価の管理・監督システムの構築及び改善
が今後の重要な課題となるだろう。
最後に，高校募集採用制度の多様化における公平性の問題である。「定員分配」制度は分配比率，「推
薦入試」の基準，「加点制度」の対象は，参照できる法律や規制が未だに構築されていないため，公
平性の保証が懸念されている。2014年 7月，教育部によって，「普通高等学校募集規範違反処理暫行
方案」（「普通高等学校招生违规行为处理暂行办法 」）が制定され，高校が募集を行う際に，規範違反
がある場合の処理方法について規定されるようになったが，その内容の厳密性にまだ検討の余地があ
ると考えられる。高校の募集採用制度の責任主体の権利と義務を明確に規定し，情報公開制度を改善
し，社会の監督機能を十分に発揮できる上訴体制を構築するなど公平性を確保する法律や規制の健全
が求められている。
今後の高校入試の改革動向に関しては，2016年 9月 18日に「教育部による高校段階の学校入試募
集制度改革に関する指導意見」（「教育部关于进一步推进高中阶段学校考试招生制度改革的指导意见」）
が公布され，2020年に中学校学業水準試験の成績を基に，総合素質評価を結合する募集方式を形成
し，児童生徒の全面発達を促進し，教育公平を維持することが目標に挙げられている。改革のポイン
トは以下の 1点にまとめられる。まず，中学校学業水準試験に関しては，「両考合一」の改革を継続
して推進し，「義務教育課程設置実験方案」に規定される全科目について試験を実施し，すべての科
目に合格することを卒業の前提とする。なお，一部の科目の得点を高校入試の成績に算入し，語文，
数学，外国語以外の高校入試採点科目は，児童生徒が自主的に選択する機会をとの方針である。今回
の改定を通して，児童生徒がすべての科目を偏りなく学習するよう導き，中学校の教育の質の基本を
確保することが目指されている。次に，総合素質評価に関しては，省（市）の教育行政部門によって
基準を制定し，各地方教育行政部門によって科学的な評価体系を構築すると強調されると同時に，児
童生徒の活動の事実資料を学校にて公示，審査するプロセスが規定されるようになった。最後に，高
校募集採用制度に関しては，体育と芸術の加点項目を取り消し，体育と芸術分野における児童生徒の
表現や特長を総合素質評価に記入すると改定された。
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本研究は，素質教育推進以降，中国の高校入試の改革の施策に関して，各地方の取り組みの例を取
り入れながら概観してきた。今後の中国における高校入試制度は，中学校におけるすべての履修科目
や活動を入試に関連させる方向に進行していることが窺える。特に，従来の詰め込みやドリルでは対
応できなくなった実践力を問う試験問題を取り入れている点は，学校の教育課程の組み立て方や授業
の仕方に多大の影響を与えるものと考えられる。また，児童生徒の総合素質を評価する点も，高校入
試は従来の「知識の量」を問う試験から，「資質や能力」を総合評価する試験へと変化してきている
ことがわかった。入試管理の権限の下方委譲によって，各地方における高校入試改革の先進的な事例
も実に興味深く，今後さらに検討していく価値があると考えられる。
?⑴ 中学校卒業後の進学先は，普通教育を行う高級中学と，職業教育を行う中等専門学校，技術労働者学校，
職業中学がある。本研究では，便宜上「高校」と称する。
　⑵ 中共中央国务院「中共中央国务院关于深化教育改革，全面推进素质教育的决定」1999年 6月 13日 http://
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